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 新学期が始まり、１ヵ月が過ぎようとしています。子どもたちは 

欠席、遅刻もなく、毎日元気に登校しています。毎朝大島駐在所の 

前本巡査部長、交通指導員や地域の方々の「立哨」「見守り」等の 

お陰で、安全に登校できていることに感謝申し上げます。 

 

ようこそ大島中へ 右にある写真は、職員玄関から入った正面に掲 

示されている案内板です。冒頭には「授業参観・見学等御自由にお 

願いします。」と書かれており、大島村立時代の校長先生の思いが 

伝わってきます。この思いは「令和」の今も変わりありませんので 

保護者の皆様、地域の皆様、どうぞいつでも学校の方へ足を運んで 

ください。お待ちしております。 

「道徳科」の授業の様子 ４月２５日（火）２校時  考え議論する授業を目指して！ 

  

 

 

 

 

３年生  ありがとうの不思議な力        ２年生  人間コピー機        １年生  挨拶しますか しませんか   

本校では毎週１時間、道徳科の教科書を用いながら、「よりよく生きるための基盤となる道

徳性を養う」という道徳科の目標を生かす「授業づくり」に努めています。この日の授業は、

先生の問いかけに対して、子どもたちは、肯定的な意見を交わしながら進んでいきました。 

道徳とは何か。ある辞典には「生命を大切にする心や善悪の判断等」とありました。意味が

深く、学校教育だけでは到底、体得や習得することは難しいものです。学校だよりオール大島

第４号に掲載していますが、本校全員の合言葉は「命は１つ」です。この合言葉の意味を心の

中に刻み、学校と家庭とともに子どもの道徳性を育てていきましょう。家族の団らんの時にで

も学校の様子等を話題にしていただければ幸いです。 

  

 

 

 

学校給食の様子です。左から１年生、２年生、３年生の順です。本校では「食育」にも力を入

れています。食習慣や正しいマナー及び生産者や自然の恵みに感謝し理解を深めています。 


